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日蓮大聖人 大聖人の生年月日 貞応元年(1222)　2/16

日蓮大聖人 大聖人の出身地 千葉県鴨川市

日蓮大聖人 大聖人の家の職業 漁師

日蓮大聖人 大聖人の出家した歳 12歳

日蓮大聖人 大聖人の修業した寺　漢字3字 清澄寺

日蓮大聖人 『日本第一の○○となし給え』 智者

日蓮大聖人 大聖人の遊学先 比叡山延暦寺

日蓮大聖人 最も優れた経本 法華経

日蓮大聖人 大聖人の覚り　漢字7字 南無妙法蓮華経

日蓮大聖人 釈迦の別の呼び名 釈尊

日蓮大聖人 末法は釈尊の死後何年後から始まるか 2000年

日蓮大聖人 釈尊の死後1000年ごとの時代区分 正法、像法、末法

日蓮大聖人 立宗宣言の年月日
建長5年(1253)

4/28

日蓮大聖人 立宗宣言の時の年齢 32歳

日蓮大聖人 初期に入信した主な弟子3人

富木常忍

四条金吾

池上兄弟

日蓮大聖人 大聖人の住んだところ 松葉ケ谷の草庵

日蓮大聖人 立正安国論の提出年月日 文応元年(1260)　7/16

日蓮大聖人 立正安国論の宛て　漢字4字 北条時頼
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日蓮大聖人 立正安国論執筆の背景3つ

天変地異

飢饉

疫病

日蓮大聖人 立正安国論の予言2つ
自界叛逆難

他国侵逼難

日蓮大聖人 祈雨で対決した坊主 極楽寺良寛(忍性)

日蓮大聖人 極楽寺良寛(忍性)の仏法史上の位置づけ 潜聖増上慢

日蓮大聖人 大聖人の受けた法難の順番

松葉ケ谷の法難 1260

伊豆流罪　　　　 1261

小松原の法難 　1264

竜の口の法難 　1271

佐渡流罪　　　　1271

(まいこたつさど)

日蓮大聖人 大聖人が仏と顕れたことを 発迹顕本

日蓮大聖人 大聖人の佐渡での住居　漢字5字 塚原三味堂

日蓮大聖人 佐渡での法論　漢字4字 塚原問答

日蓮大聖人 佐渡での主な弟子2人 阿仏房、千日尼

日蓮大聖人 佐渡での重要御書2つ 開目抄　観心本尊抄

日蓮大聖人 自界叛逆難に相当する事件 二月騒動　1272

日蓮大聖人 他国侵逼難に相当する事件 文永の役　1974
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日蓮大聖人 3度の国主諌暁

1 立正安国論提出の時

2 竜の口の法難の時

3 佐渡から戻った時

日蓮大聖人 3度の国主諌暁の別の呼び名 三度の高名

日蓮大聖人 大聖人が鎌倉から移ったところ 身延

日蓮大聖人 身延で説いた重要法門　漢字4字 三大秘法

日蓮大聖人 三大秘法　3つ

本門の本尊

本門の戒壇

本門の題目

日蓮大聖人 農民信徒が連行され拷問された事件 熱原(あつはら)の法難

日蓮大聖人 熱原の法難で処刑された3名 神四郎、弥五郎、弥六郎

日蓮大聖人 大聖人の根本目的を何というか 出世の本懐

日蓮大聖人 大聖人晩年の主な弟子1人 南条時光

日蓮大聖人 大聖人の入滅年月日 弘安5年(1282)　10/13

南無妙法蓮華経 万人の苦悩を根本から解決する法 南無妙法蓮華経

南無妙法蓮華経 仏が覚知した根源の法　漢字7字 南無妙法蓮華経

南無妙法蓮華経 仏の境涯　漢字5字 絶対的幸福

南無妙法蓮華経 蓮華の花の意味 花と実(原因と結果)が同時である

南無妙法蓮華経 大聖人が明かした覚り

法華経に示された根源の法

(南無妙法蓮華経)が

自身の生命に具わっていること
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南無妙法蓮華経 南無妙法蓮華経とは何の法か (3つ)

1. 宇宙と生命を貫く根本の法

2. 成仏の根本の法

3. 万人に具わる永遠の法

南無妙法蓮華経
南無妙法蓮華経とは法であると同時に

何であるか (2つ)

1. 仏の呼び名

2. 日蓮大聖人の御生命

南無妙法蓮華経 御本尊の別の呼び方 曼荼羅

南無妙法蓮華経 御本尊とは何か 大聖人の生命を顕したもの

南無妙法蓮華経 歓喜とは何か
自分自身が仏である南無妙法蓮華経

そのものであると自覚すること

南無妙法蓮華経

「この(①)全く(②)に求むることなかれ。

ただ我ら(③)の法華経を持って(④)と

唱うる(⑤)におわしますなり。

これを(⑥)とは申すなり。」

①御本尊

②余所 (よそ)

③衆生

④南無妙法蓮華経

⑤胸中の肉団

⑥九識心王真如の都

南無妙法蓮華経 「南無妙法蓮華経は(①)の中の(②)なり」 ①歓喜　②大歓喜

一生成仏 仏法実践の目的　漢字4字 一生成仏 (即身成仏)

一生成仏 仏法の実践　2つ 1.自行　2.化他(けた)

一生成仏 「『成』とは○○○なり」 開く義

一生成仏 人間の姿のまま仏の境涯を開くこと　漢字4字 即身成仏

一生成仏
「桜梅桃李の己己の当体を改めずして

○○○○○○○すれば是れ即ち量の義なり」
無作三身と開見

一生成仏 成仏とは(①)の(②)を現すこと ①本有　②仏界
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一生成仏 －を+に転換する2つの法理 (漢字5字)
1. 煩悩即菩提

2. 生死即涅槃

一生成仏 2つの幸福境涯 (漢字5字)
1. 相対的幸福

2. 絶対的幸福

一生成仏 「立正安国」の読み下し 正を立て、国を安んず

一生成仏 「立正」と「安国」それぞれの意味
立正: 正法を信受すること

安国: 社会の平和と繁栄

一生成仏

「汝須く一身の(①)を思わば

　先ず(②)を禱らん者か」

(立正安国論)

① 安堵

② 四表の静謐(せいひつ)

一生成仏 広宣流布とは何か 正法を流布し、万人を仏の境涯に導くこと

一生成仏 広宣流布する人　平仮名含む5文字 地湧の菩薩

一生成仏

広宣流布が大聖人の目的であることを示す御文2つ

「大願とは(①)なり」

「日蓮が(②)ならば南無妙法蓮華経は(③)の外・(④)まで

もながるべし、 日本国の(⑤)る功徳あり、(⑥)をふさぎぬ」

① 法華弘通

② 慈悲曠大

③ 万年

④ 未来

⑤ 一切衆生の盲目をひらけ

⑥ 無間地獄の道

十界 十界のうち、六道(下から)
地獄界・餓鬼界・畜生界・

修羅界・人界・天界

十界 十界のうち、四聖(下から) 声聞界・縁覚界・菩薩界・仏界

十界 十界の下位6つ 六道

十界 十界の上位4つ 四聖



6/13

章 check Q A

十界 六道の下位3つ、下位4つ
下位3つ: 三悪道

下位4つ: 四悪趣

十界 四聖の下位2つをまとめて 漢字2文字 二乗

十界 ○○は地獄 瞋る (いかる)

十界 ○○は餓鬼 貪る (むさぼる)

十界 ○○は畜生 癡か (おろか)

十界 ○○なるは修羅 諂曲 (てんごく)

十界 ○○○なるは人 平らか (たいらか)

十界 ○○は天 喜ぶ

十界 声聞界・縁覚界 の問題点 部分的な悟りだけ

十界 声聞界・縁覚界 の陥る修行方法 漢字4文字 灰身滅智 (けしんめっち)

十界 菩薩界の特徴2つ (それぞれ漢字2字) 求道　利他　慈悲

十界 仏界はどこに表れているか 御本尊

十界 仏界の現し方 御本尊を信じ唱題する

十界 「(①)を(②)(③)を名づけて仏界と為す」

① 法華経

② 信ずる心

③ 強き

三証 正法を判定する基準3つ 文証　理証　現証　(三証)

三証 文証を示すとはどういうことか 経典に書いてあることを引用できること

三証 理証を示すとはどういうことか 道理や常識とズレていないことを確認できること

三証 現証を示すとはどういうことか 罰と功徳を現実の生活にあらわすこと
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三証 三証のうち、最も重要視されるのは 現証

三証
「日蓮、仏法をこころみるに、

(①)とにはすぎず。　また(②)よりも(③)にはすぎず」

① 道理と証文

② 道理・証文

③ 現証

信行学 修行の目的は(①)を(②)すること
① 自身の生命

② 変革

信行学 修行の基本3つ　それぞれ漢字1文字 信・行・学

信行学

「(①)の二道をはげみ候べし。

　(①)たえなば(②)はあるべからず。

　我もいたし、人をも(③)候え。

　(①)は(④)よりおこるべく候。

　力あらば、一文一句なりともかたらせ給うべし」

① 行学

② 仏法

③ 教化

④ 信心

信行学 「行」の実践　2つ 1.自行　2.化他(けた)

信行学 自行の具体的実践は○○ 勤行

信行学

「深く信心を発して、日夜朝暮にまた懈らず(①)べし。

いかようにしてか(①)べき。

ただ(②)を、これを(①)とはいうなり」

① 磨く

② 南無妙法蓮華経と唱えたてまつる

信行学 勤行を2つに分類
1. 正行 (南無妙法蓮華経を唱える)

2. 助行 (方便品、寿量品を読誦する)

信行学 方便品とは 「法華経方便品第二」

信行学 寿量品とは 「法華経如来寿量品第十六」

信行学 化他の具体的実践は○○ 弘教

難を乗り越える 難とは何か 変革(成仏)を起こさせまいとするはたらき
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難を乗り越える 難の生ずる場　2つ
1. 自身の生命

2. 人間関係

難を乗り越える 仏道修行の途上にあらわれる障害 漢字4文字 三障四魔

難を乗り越える
「(①)既に勤めぬれば三障四魔(②)として(③)起こる、

　乃至随ふべからず畏るべからず」

① 行解

② 紛然

③ 競ひ

難を乗り越える 三障 の3つの障 煩悩障、業障、報障

難を乗り越える 四魔 の4つの魔 陰魔、煩悩魔、死魔、天子魔

難を乗り越える 煩悩障のはたらきとは 自身の考え方が仏道修行の妨げをする

難を乗り越える 業障のはたらきとは 現在の自身の行動が仏道修行の妨げをする

難を乗り越える 報障のはたらきとは 過去世の行動による報いが仏道修行の妨げをする

難を乗り越える 陰魔のはたらきとは 心と体の不調和により信心を破壊する

難を乗り越える 煩悩魔のはたらきとは 貪瞋痴の煩悩により信心を破壊する

難を乗り越える 死魔のはたらきとは 自分の死や他人の死により惑わし、信心を破壊する

難を乗り越える 天子魔のはたらきとは 第六天の魔王により信心を破壊する

難を乗り越える 「必ず(①)と申す障りいできたれば、(②)、これなり」
① 三障四魔

② 賢者はよろこび愚者は退く

難を乗り越える 仏道修行の途上にあらわれる敵 (平仮名含む5文字) 三類の強敵

難を乗り越える 三類の強敵の文証
勧持品二十行の偈

(「法華経勧持品第13」の中の20行の偈)

難を乗り越える 三類の強敵　の3つそれぞれ 1.俗衆増上慢　2.道門増上慢　3.僭聖増上慢
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難を乗り越える 俗衆増上慢とはどんな人々か 仏法に無知な人が修行者を邪魔する

難を乗り越える 道門増上慢とはどんな人々か 仏法を勉強したと思っている人が修行者を邪魔する

難を乗り越える 僭聖増上慢とはどんな人か 世間に尊敬されている人が修行者を邪魔する

宿命転換 苦難の原因　漢字2文字 宿業

宿命転換 宿業とは何か　その根本は具体的に何か 過去の罪業、その根本は謗法

宿命転換 宿命転換とは何か 正法により生命の変革が起こること

宿命転換 日蓮大聖人の宿命転換の特徴 今世のうちに宿命転換を実現する

宿命転換 宿命転換の実践方法 南無妙法蓮華経の題目

宿命転換 宿業の報いが軽減される現象を何というか 転重軽受

宿命転換 転重軽受の読み下し 「重きを転じて軽く受く」

宿命転換
転重軽受を表した御書

「地獄の苦しみ(①)て」
① ぱっときえ

宿命転換 人々を救うためにわざと宿業を背負うことを何というか 願兼於業

宿命転換 願兼於業の読み下し 「願、業を兼ぬ」

宿命転換 願兼於業を背負うことの目的は何か 宿命を使命に転換すること

宿命転換 願兼於業の文証 『法華文句記』巻八　妙楽大師

信心即生活 罰の反対語 功徳

信心即生活 功徳の本質とは何か 漢字4文字 六根清浄 (しょうじょう) であること
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信心即生活

「この(①)、よくよく信ぜさせ給うべし。

南無妙法蓮華経は(②)のごとし。

いかなる(③)、(④)をなすべきや。」

① 曼荼羅

② 師子吼

③ 病

④ さわり

信心即生活 六根とは何か 6つ 眼・耳・鼻・舌・身・意

信心即生活 罰とは(①)が(②)となるとの警鐘 ① 現在の行動　　② 不幸の原因

信心即生活 修行する人を守るはたらきを何というか 漢字4文字 諸天善神

信心即生活 「神の護ると申すも(①)によるとみえて候」 ① 人の心つよき

信心即生活 諸天善神のエネルギー源 唱題の法味

信心即生活
立場や目的の異なる人同士が

励まし合って修行することを何というか
異体同心

信心即生活
「(①)なれば万事を成じ、

(②)なれば諸事叶う事なし」

① 異体同心

② 同体異心

信心即生活 仏道修行の結果が生活にあらわれることを何というか 信心即生活

信心即生活 「(①)を法華経とをぼしめせ」 ① 御みやづかい

信心即生活 「御みやづかい」 とは具体的に何か 仕事

信心即生活 人の振る舞いとして最高とされるのは何か 人を敬うこと

信心即生活 「教主釈尊の出世の本懐は(①)にて候けるぞ」 ① 人の振舞

信心即生活 人を敬うことの手本とされる菩薩 不軽菩薩

信心即生活 なぜ人を尊敬するのか 全員が仏界の生命を持っているから(自覚の有無にかかわらず)

創価学会 広宣流布を誓った菩薩 平仮名含む5文字 地湧の菩薩
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創価学会 初代～三代会長の氏名

1. 牧口常三郎

2. 戸田城聖

3. 池田大作

創価学会 牧口常三郎の生年月日 明治4年(1871)　6/6

創価学会 牧口常三郎の主な著作3つ 人生地理学、創価教育学体系、価値論

創価学会 戸田城聖の生年月日 明治33年(1900)　2/11

創価学会 牧口常三郎と初対面した時の戸田城聖の年齢 19歳

創価学会 創価学会の創立年月日 昭和5年(1930) 11/18

創価学会 何をもって創価学会の創立の日としたか 「創価教育学体系」第一巻の出版日

創価学会 「創価」は何の略か 価値創造

創価学会 牧口常三郎が考えた教育の目的は「幸福の○○」 追求

創価学会 創価学会の戦前の会名 創価教育学会

創価学会 戦前の会員数 約3000人

創価学会 創価学会の戦前のおもな活動内容 2つ 座談会と地方指導

創価学会 牧口常三郎逮捕状の理由 神札の受け取りを拒否したこと

創価学会 牧口常三郎逮捕の罪状名 治安維持法違反

創価学会 牧口常三郎と戸田城聖の逮捕日 昭和18年(1943) 7/6

創価学会 牧口常三郎の命日と享年 昭和19年(1944) 11/18　　73歳

創価学会 戸田城聖の獄中での悟達とは何か　2つ
「仏とは『生命』の異名である」

「われ、地湧の菩薩なり」

創価学会 戸田城聖の出獄日 昭和20年(1945) 7/3
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創価学会 終戦記念日 昭和20年(1945) 8/15

創価学会 池田大作の生年月日 昭和3年(1928) 1/2

創価学会 戸田城聖と初対面した時の池田大作の年齢 19歳

創価学会 戸田城聖の会長就任日 昭和26年(1951) 5/3

創価学会 戸田城聖の会長就任の際の誓い 75万世帯の折伏達成

創価学会 御書全集発刊日 昭和27年(1952)　4/28　(立宗700年)

創価学会 昭和32年(1957)の事件2つ 夕張炭鉱事件　　大阪事件

創価学会 大阪事件での入獄日、出獄日 入獄:  昭和32年(1957)7/3　、　出獄日:  同7/17

創価学会 戸田城聖の遺言とされる宣言 原水爆禁止宣言

創価学会 広宣流布祈念式典の日 幸不幸系の日 昭和33年(1958) 3/16

創価学会 戸田城聖の命日 昭和33年(1958) 4/2

創価学会 池田大作の会長就任日 昭和35年(1960) 5/3

創価学会 日本以外の創価学会の組織の名 SGI (創価学会インタナショナル)

創価学会 広宣流布大聖堂の場所 東京・信濃町

創価学会 広宣流布大聖堂の落成日 平成25年(2013) 11/18

創価学会 広宣流布大聖堂の御本尊 創価学会常住の御本尊

創価学会 広宣流布大聖堂の御本尊にのみ認められた文字 大法弘通慈祈広宣流布大願成就

日顕宗 日顕宗の旧名称 日蓮正宗

日顕宗 日顕は第○○世法主 67世

日顕宗 日顕は仏法史上、どのような位置づけか 潜聖増上慢
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章 check Q A

日顕宗
潜聖増上慢を表した御書

「法師の(①)を着たる(②)畜生」

① 皮

② 畜生

日顕宗

潜聖増上慢が出たときについて指示する御書

「時の貫首たりといえども、(①)に相違して

(②)を構えば、これを用うべからざること」

① 仏法

② 己義

日顕宗 創価学会分離するために画策された作戦名 C作戦

日顕宗 日顕宗が創価学会を分離するために出した文書2つ
解散勧告書

破門通告書

日顕宗 日顕宗が創価学会を破門したのはいつか 平成3年(1991) 11/28

日顕宗 日顕宗の6つの大罪

① 破和合僧

② 法主信仰の邪義

③ 法主乗っ取り(血脈観の誤り)

④ 僧俗差別義

⑤ 化義の悪用(による金儲け)

⑥ 腐敗堕落


